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六
木
水
の
森
公
園
(
水
車
広
場
)

10 月1 日 は
国 勢 調 査 の 日

今
を
知
っ
て

未
来
に
生
か
す

1
0月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
、

教
育
、
雇
用
、
住
宅
建
設
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
考
え
る
大
切

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
状
を
明
ら
か
に

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
特

に
次
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
行
わ
れ
ま
す
。

▽
人
口
の
高
齢
化
の
実
態
お
よ

び
高
齢
者
の
就
業
状
況
や
世

帯
の
構
成
、
居
住
状
況
な
ど

▽
就
業
者
の
産
業
構
成
や
職
業

構
成
の
変
化

▽
人
口
移
動
の
実
態
な
ら
び
に

通
勤
・
通
学
の
状
況

▽
国
際
化
の
進
展
に
伴
う
、
外

国
人
居
住
者
の
就
業
状
況
　

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
国

際
連
合
が
薺
唱
す
る
1
9
9
0

年
世
界
人
口
・
住
宅
セ
ン
サ
ス

の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
外
国

の
疣
計
と
比
較
し
、
日
本
の
姿

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

届
き
ま
し
た
か
調
査
票

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
方
が
対
象

で
、世
帯
ご
と
に
調
査
し
ま
す
。

現
在
、
調
査
員
が
国
勢
調
査

の
調
査
票
を
各
戸
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

は
十
分
配
慮
し
ま
す
の
で
、
あ

り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
記
入
し
た
調
査
票
は
、1
0

月
上
旬
に
調
査
員
が
再
度
伺
っ

た
時
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

調
査
結
果
は

皆
さ
ん
の
生
活
改
善
に

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
や

都
、
区
を
は
じ
め

、
各
方
面
で

利
用
さ
れ
ま
す
。地
域
別
人
口

、

人
口
密
度
な
ど
は

、
都
市
の
防

災
、
環
境
整
備
に

。
地
域
の
各

種
統
計
は

、
住
宅
建
設
や
ゴ
ミ

処
理
な
ど
の
地
域
問
題
改
善
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

こ
の
集
計
結
果
は
、
各
新
聞

紙
上
で
、
今
年
1
2
月
末
ま
で
に

都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
別

の
人
口
の
速
報
を
ま
ず
公
表
。3

年
H
月
末
ま
で
に
人
口
に
関

す
る
基
本
的
な
結
果
を
お
知
ら

せ
し
、
以
後
、
各
種
集
計
が
終

わ
り
し
だ
い
発
表
し
て
い
き
ま

す
。国

勢
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
足
立
区
国
勢
調
査
実

施
本
部
事
務
局
(
区
役
所
中
央

本
町
庁
舎
内
統
計
係

魯
8
8
0
5
0
3
3
)

へ
。

21世紀の日本を考える資料に( 撮影: 元渕江公園)
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ヤッタ! 〝日本 一 〟
リ
ト
ル
ベ
ア
ー
ズ
優
勝

第
1
0回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

「
優
勝
し
た
時
は
、

ヤ
ッ
タ
つ
て
感
じ
乙

し
た
」
と
主
将
の
熊

谷
吉
晃
君
(
梅
島
小

6
年
)
。

8
月
1
3
日
か
ら
行
わ
れ
た

「
第
1
0
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
小
学
生
大
会

」
男
子
の

部
で

、
リ
ト
ル
ベ
ア
ー
ズ
が

優
勝
。
全
国
の
約
千
チ
ー
ム

の
頂
点
に
た
ち
ま
し
た
。
足

立
区
の
チ
ー
ム
で
は
も
ち
ろ

ん
朷
め
て
で
す
。

リ
ト
ル
ペ
ア
ー
ズ
は
、
昨

年
1
0
月
に
五
反
野
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
と
弥
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
合
併
し
結
成
、
週
5
回

の
猛
練
習
が
実
っ
て

、
今
回

の
優
勝
と
な
り
ま
し
た

。

「
明
る
い
チ
ー
ム
で
す
。

ケ
ガ
人
も
な
く

、
今
回
は
リ

ト
ル
ペ
ア
ー
ズ
ら
し
い
試
合

が
で
き
ま
し
た
。
大
型
選
手

の
退
団
す
る
来
年
は

、
小
粒

で
も
ピ
リ
ツ
と
引
き
締
ま
っ

た
チ
ー
ム
で
再
び
日
杰

を

目
指
し
ま
す

」
と
宮
本
康
博

総
監
督
。

リ
ト
ル

ペ
ア
ー
ズ
の
新
し

い
挑
戦
は
、
も
う
始
ま
っ
て

い
ま
す

。

第13 回 全日本一輪車
競 技 大 会 で好 成 績
滝田 瑞穂さん( 写真中)
秋元 美鈴さん( 〃 右)
大 富 和子さん( 〃 左)

最
近
、
公
園
な
ど
で
よ
く

見
か
け
る
一
輪
車
。
そ
の
一

輪
車
愛
好
家
を
一
堂
に
集
め

て
、
7
月
2
2日
、
全
日
本
一

輪
車
競
技
会
が
江
戸
川
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
か
ら
も
2
5人
が
参

加
。
中
で
も
レ
ッ
ド
ビ
ッ
キ

ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
ラ
ロ

I
ム
部
門
で
好
成
績
を
あ
げ

ま
し
た

。

小
学
4
年
の
部
1
位

滝
田
瑞
穂
さ
ん

(
西
興
小
4

年
)

小
学
4

年
の
部
2
位

秋
元
美
鈴
さ
ん

♀

寿
第
二
小
4

年
)

中
学
生
の
部
3
位

大
富
和
子
さ
ん

(
第
一
中
2

年
)
　

レ
ッ
ド
ビ
ッ
キ
ー
ズ
は

、

昨
年
7

月
、
区
内
の
小
中
学

生
1
8人
で
結
成
。
指
導
者
の

若
江
正
徳
さ
ん
(

足
立
区
一

輪
車
連
盟
理
事
長
)
は
、「
将

来
は

ご

輪
車
と
い
え
ば
足

崕

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
し

た
い

」と
話
し
て
い
ま
し
た

。

1
0月
に
は

、
演
技
部
門
の

全
日
本
大
会
に

、
新
し
い
趣

向
で
望
む
と
も
。
今
か
ら
そ

の
演
技
が
楽
し
み
で
す

。

葦

立
ち

空
気
が
透
明
に
な
っ
て
秋

の
到
来
を
感
じ
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す

。
そ
の
蔗
ん
だ
大

気
の
中
で
目
を
引
く
の
が
樹

木
の
緑
と
陽
に
き
ら
め
く
水

の
流
れ
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

街
並
で
す

。「
最
近

、ま
ち
が

変
化
す
る
の
で

、
散
策
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
」
と
い
う

お
声
を
聞
く
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た

。
こ
れ
も
皆
さ
ん

と
行
政
の
協
力
の
中
で

、
一

歩
一
歩
街
づ
く
り
が
前
進
し

て
い
る
こ
と
の
証
し
で
は
な

い
か
と
喜
ん
で
い
ま
す

。

つ
い
先
日
関
原
一
丁
目
の

防
災
路
地
緑
化
整
備
が
足
立

区
と
し
て
は
3

度
目
の

「
手

づ
く
り
郷
土
賞
」
を
国
か
ら

受
け
ま
し
た

。
地
域
の
皆
さ

ん
の
計
画
が
実
現
し
た
も
の

で
生
活
に
根
ざ
し
た
ア
イ
デ

ア
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
堀
之
内
一
丁
目
の

荒
川
土
手
が

「
桜
づ
つ
み
モ

デ
ル
事
業
」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
永
年
の
頤
い
が
か
な
い

五
色
桜
の
名
所
と
し
て
復
活

し
ま
す

。
こ
の
よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
は
、
将
来
を
変
え
る

と
い
う
強
い
思
い
と
地
道
な

努
力
な
く
し
て
は
で
き
ま
せ

ん
。
今
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
や

千
住
新
橋
緑
地
の
完
成
な
ど

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
言

え
る
よ
う
な
ま
ち
を
皆
さ
ん

と
共
に
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す

。
区
長

古
性
直
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〝

健
康
を
守
る
〟

受
け
よ
う
検
診

見
直
そ
う
生
活
習
慣

ガ
ン
の
死
亡
者
は
年
々
増
え
、
現
在
は
死
亡
原
因
の
1

位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
医
学
の
発
達
に
よ
り

、
今
や
不

治
の
病
で
は
な
く
な
っ
た
ガ
ン
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

手
遅
れ
で
亡
く
な
る
人
は
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。
4
0代
か
ら

ガ
ン
が
増
え
て
く
る
(

子
宮
カ
ン
は
3
0代
か
ら
)
と
言
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
年
代
の
万
は

、
特
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
も
今
日
か

ら
、
ガ
ン
予
防
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

大
腸

ガ
ン

将
来
、ガ
ン
死
亡
の
ト
ッ
プ
に
?

大
阻
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
。

最
近
2
0
年
位
の
間
に
約
2
倍
に

揃
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増

え

続
け
る
と
、
西
暦
2
0
0
0

年
ご
ろ
に
は
ガ
ン
死
亡
の
ト
ッ

プ
に
な
る
の
で
は
、
と

さ
元
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

増
加
の
原
因
の
一
つ
に
食
生

活
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
勳
物

畦
脂
肪
(

肉
、
乳
製
品
な
ど
)

の

摂
取
か
急
増
し
、
逆
に
、
食

物
繊
維
(

ご
ぼ
う
、
さ
つ
ま
い

も
な
ど
)

の
と
り
方
が
減
っ
て

き
て
い
る
こ
と
で
す
。

大
腸
ガ
ン
の
特
徴
は
、
自
覚

屁
状
が
乏
し
い
こ
と
で

す
。
大

腸
の
上
郎
に
ガ
ン
か
で

き
た
場

合
の
腸
管
出
血
は
見
逃
さ
れ
や

す
く
、
出
血
、
下
痢
、
便
秘
と

下

痢
の
く
り
返
し
な
ど
、
何
ら

か
の
症
状
が
出
る
こ
ろ
に
は
、

か

な
り
進
行
し
て
い
る
危
吸
性

が
あ
り
ま
す
。

□
検
診
の
方
法

今
年
の
1
0月
か
ら
、「
5
0歳
健

康
診
査
」
(く
わ
し
く
は
次
の
第

3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
の
検

査
科
目
に
新
た
に
大
腸
ガ
ン
の

倹
査
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
2
日

間
の
連
続
探
便
(
容
器
の
採
便

棒
を
便
用
し
て
簡
単
に
で

き
ま

す
)
で

、便
の
中
に
血
液
が
混
じ

っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
調
べ
ま

す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
食
事
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

痔
(
じ
)
の
あ
る
方
は
、
出
血

し
て
い
る
場
合
'
s

査
結
果
が

陽
性
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
心
配
せ
ず
、
精
密

検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い

。

敵
を
知
る
こ
と
が
予
防
の
第
一

歩

代
表
的
な
ガ
ン
の
特
徴

<
①
は
か
か
り
や
す
い
人
②
は

初
期
の
自
寛
症
状
>

□
胃
ガ
ン
―
男
女
と
も
死
亡
件

奴
は
ト
ッ
プ

①
4
0～
∽

代
の
い
わ
ゆ
る
ガ
ン

年
齡
の
人
。
タ
パ
コ
を
吸
い
、

塩
か
ら
い
焼
魚
や
、
熱
い
食

初
を
好
み
、
酒
に
目
が
な
い
。

②
食
欲
減
退
。
冐
痛
。
食
初
の

好
み
が
変
わ
る
な
ど
。

□
肺
ガ
ン
―
男
女
と
も
死
亡
件

数
は
増
加
中

①
男
性
は
女
性
に
く
ら
ぺ
思
者

数
が
多
い
。
1
日
の
喫
煙
友

数
×
喫
煙
年
数
が
枷
以
上
の

人
。

②
セ
キ

ータ
ン
が
綉
く

。
血
夕

ン
が
出
た
り

す
る

と
要
注

意

。

□

子

宮

ガ
ン

―
体

ガ
ン

は

増

加

中
J
頸
(

け

い
)

ガ

ン
・・・
4
0
～

碩

代

が

ピ

ー

ク

、
若

年

層

も
翊

加

。

体

ガ
ン

・・・
叨

蔵

以
上

、

閉

経

峻

の

女

性
に

多

い

。

②
不

正

出

血

、
下

腹

部

痛
な

ど

。

特

に

閙

経
唆

に

不
正

出

血

か

あ

っ

た

ら

、

す

ぐ
医

師

の

診

断

を

。

□

乳

ガ
ン

―
患

者

数
は

近

年

増

加
①
3
0

歳
以

上

の

方

で

、
勳

物

性

脂

肋

を

多
く

と

る
人

や

、

肥

満

の

方

、
家

系

に

乳
ガ

ン

患

者

の

い

る
人

。

②
胸

の
し

こ

り
(

外

佩
上

部

に

多

い
)

。
乳
百

か

ら

匱
の

混

じ

っ

た

分

泌
初

が

あ

う
た

ら

す

ぐ

に

専
門

医
(

外

科
)

へ

。

成
人
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

足
立
保
健
所
予
防
課
長

細
谷
純
一
郎

成
人
詞
と
は

、
年
を
と
る

に
従
っ
て

多
く
み
ら
れ
る
病

気
の
総
称
で

、
脳
卒
中

、
心

臓
祠

、
高
血
圧
足
な
ど
の
循

環
器
呎
思
と

、
糖
尿
病
、
ガ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す

。
こ
こ
1
0

年
の
死
亡
原

因
を
兒
る

と

、
、3
人
に
2
人
か
成
人
病

で

、
ガ
ン
で
は
4

人
に
1
人

が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す

。

成
人
詞
は

、
習
慣
痾
と

も
a

わ
れ
る
よ
う
に

、
生
活
習

慣
(
食
生
活

、
運
動

、
喫
煙

、

飲
酒
な
ど
)

と
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す

。

現
企
は

、5

掌
の
発
遷
に

よ
り
早
期
発
見

、
早
期
冶
9

か
可
能
と
な
り

、
病
気
の
進

行
を
抑
え
る
こ
と
か
で

き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
し
か

し

、成
人
綢
に
か
か
ら
ず
に

、

黒
年
期

、
老
年
期
を
イ
キ
イ

キ
と
過
ご
し
た
い
と
思
う
の

は

、
私
た
ち
共
通
の
頤
い
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

そ
れ
で
は

、
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
れ

ば
良
い
か

、
成
人
詞
の
な
か

で
も
死
亡
詞
の
ト
ッ
プ
を
占

め
る

「
ガ
ン
」
の
予
防
に
つ

い
て

、考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

ガ
ン
の
予
防
は
大
き
く
2

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

。

Ⅲ
ガ
ン
を
発
生
さ
せ
な
い
・・・

1
呎
予
防

0
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ガ
ン

を
早
期
発
見

、
早
期
治
療

す
る
・・・
2
次
予
防

ガ
ン
は
1
次
予
防
で
ど
れ

く
ら
い
防
げ
る
で
し

ょ
う

か

。国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
<
ガ
ン
予
防
の
た
め
の
1
2

カ
条
>

を
積
極
的
に
実
行
す

れ
ば
、
ガ
ン
の
約
6
0
%
(
禁

煙
で
3
0
气

食
生
活
の
工
夫

で
さ
ら
に
3
0
%
)
が
防
げ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
を
心

掛
け
て
い
て
も

運
悪
く
ガ
ン
に
か
か
っ
て
し

ま
う
豐
-

が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
定
期
的
な
検
診
を
受

け
て
い
れ
ば
、
早
く
発
見
で

き
ま
す
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で

は
、
各
顧
予
防
教
室
、
ガ
ン

検
診
、
健
康
診
査
を
吁
つ
て

い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
上
手
に

取
り
入
れ
て
、
健
康
な
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
が
ん
防
止
の
1
2力
条
」

―

が
ん
細
砲
を
作
ら
な
い
た
め
に

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を

と
る

●
9

日
、
変
化
の
あ
る
痍
生
活
を

●
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は

控
え
め
に

●
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

●
タ
バ
コ
を
少
な
く
す
る

●
適
-
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質

の

も
の
を
多
く
と
る

●
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、

熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
力
ら

●
焦
げ
た
部
分
は
避
け
る

●
カ
ピ
の
生
え
た
も
の
に
注
意

●
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

●
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
堽
る

●
体
を
灣
潔
に

〔
資
料
〕国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
監
修

「が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
1
2
カ
条
」

11月からスタート
・障害児歯科診療
・寝たきり 老人訪問歯科診療

足
立
区
歯
科
医
師
会
の

協
力
を
碍

、1
1月
か
ら
次

の
歯
科
診
療
の
受
付

を
閲

始
し
ま
す

。

《
障
害
児
歯
科
診
療
》

心
身
に
軽
・
中
度
の
皿

售
が
あ
る
た
め
池
域
の
診

僚
所
で

治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
璋
害
児
の
方
に

、
歯

科
診
療
を
行
い
ま
す

。

対
象

区
内
居
住
の
1
8
歳

米
躪
の
軽
・
中
度
の

障

售
児

診
療
場
所

足
立
区
歯
科

医
師
会
館
(
千
住
―
-
5
-
5
)

費
用

保
険
診
余
で

す

申
込
方
法

予
約
制

《

寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療
》

寝
た
き
り
で

、
地
毓
の

診
僚
所
に

通
え
な
い
お
と

し
よ
り
の
方
に

、
歯
科
医

師
が
訪
問
し
て
診
療
し
ま

す

。

対
象

区
内
在
住
・
在
宅

の
6
5歳
以
上
の
お
と
し

よ
り
で

、
寝
た
き
り
の

方
診
療
方
法

往
診

費
用

保
険
診
療
で
す

申
込
方
法

予
約
制

※
く
わ
し
く
は

、「
あ
だ
ち

広
報
」1
1
月
5

日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

。

2 ・3 面 の 記 事 へ の お 問 合 せ は

足 立 保 健 所 　855- 4151

千 住 保 健 所 　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004

東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351

衛生 部保 健予防 係

本庁舎( 千住) 　882- 1111 ㈹

成 人 病予 防に とりく む
教 室 レ ポ ー 卜

女
性
の
た
め
の

ガ

ン

予

防

教

室

乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
法
を
学
ぶ

乳
ガ
ン
は
直
接
手
で
触
れ

て
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
ン
で
す

。
正
し
い
自
己
検

診
を
定
期
的
に
行
え
ば

、
が

ン
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま

す

。各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

で
は

、
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診

法
を
学
ぶ
教
室
を
開
い
て
い

ま
す

。
私
は
大
丈
夫
よ

、
と

思
っ
て
い
る
あ
な
た

、
検
診

を
受
け
る
の
を
た
め
ら
っ
て

い
る
あ
な
た

、
ち
ょ
っ
と
教

室
を
の

ぞ
い
て
み
ま

せ
ん

か

。こ
の
日
の
番
加
者
は
3
0
人

ほ
ど

。3
0代
前
半
の

方
か
ら

中
高
年
の
方
ま
で

、
年
齢
は

さ
ま
ざ
ま
で
す

。

ま
ず

、
ビ
デ
オ
で
モ
デ
ル

の
女
性
か
自
己
倹
診
を
行
っ

て
い
る

様
子
を
見
ま
す

。

途
中

、
ガ
ン
愚
者
の
胸
か

映
し
出

さ
れ
る
場
面
で
は

、

声
に
な
ら
な
い
声
が
会
場
の

あ
ち
こ
ち
で
測
れ
ま
し
た

。

「
お
そ
ろ
し
い
わ

。
ガ
ン
に

は
な
り
た
く
な
い
わ
ね
」
、と

さ
さ
や
き
合
う
人
た
ち
も

。

続
く
保
健
婦
の
ガ
ン
に
つ

い
て
の
話
の
あ
と

、
乳
房
の

椣
型
を
便
っ
て
の
実
習
。
模

型
の
胸
の
中
に
埋
め
込
ま
れ

た
し
こ
り
捜
し
で
す

。

「
い
く
つ
見
つ

か
り
ま
し

た
?

」
保
健
婦
の
問
い
か
け

に
真
剣
な
衷
情
の
皆
さ
ん

。

「
コ

リ
レ
と
し
て

と
て
も
固

い
ん
で

す
ね
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す

。

。目
で
見
て

、
触
れ
て

、
学

ぶ
自
己
倹
診
法

。
自
分
の
か

ら
だ
に
目
を
向
け
る
こ
と
に

気
づ
き

、
目
分
の

か
ら
だ
は

自
分
で

守
る
と
い

う

、
予
防

の
泰
広
が
体
得
で

き
る
有
意

義
な
吟
間
で
す

。

う ～ん、どこかしら…

秋にむかって

はつらつと、スリムに
食事と健康を考える食生活教室

血
圧
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

暄
が
高
い
な
ど
、
成
人
繻
に

か
か
り
や
す
い

タ
イ
プ
の
方

に
呼
び
か
け
て

閲
い
て
い
る

『
食
生
活
教
室
』
も
の
ぞ
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
教
室
で
は
、
塩
分
の

と
り
過
ぎ
が
身
体
に
ど
う
彫

一

す
る
か
を
ま

ず
学
習
し
た

後
、
家
庭
か
ら
持
ち
寄
つ
た

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い

ま
す
。

茶
わ
ん
1

杯
の

ご
は
ん
の

カ
ロ
リ

ー
の
測
定
も
。
各
人

の
結
果
は
ま

ち
ま
ち
で

す

が
、
食
事
を
見
直
す
良
い
機

会
で

す
。

調
理
は
、
塩
分
を
押
さ
え

た
料
理
を
お

い
し
く
す
る

工
夫
を
学
び

ま
す
。
ま
さ

に
「
頭
で
食

べ
る
」
で
す

ね
。
試
食
会

で
は
会
話
も

は
ず
ん
で
い

ま
し
た
。

希
望
者
に

は

、
万
歩
計

を
貸
し
出
し

て

、
運
励
一

を
測
定
し
ま

す
。

2
日
目
は
、
自
分
に
合
っ

た
体
操
を
学
び
ま

す
。

「
こ
れ
ぐ
ら
い

な
ら
続
け

ら
れ
そ
う
」
そ
ん

な
声
も
。

ヨ
ガ
風
体
操
は
ス
ト
レ
ッ

チ
か
中
心
で
、
嚶

、
ひ
ざ
、

膺
な
ど
か
痛
む
人

、
弱
い
人

に
は
無
理
の
な
い

方
法
を
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム

ー
ド
で
汗
を
流
し
、
さ
わ
や

か
な
笑
顔
。

こ
の
よ
う
な
教
室
は
、
各

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

取
室
の
艦
了
生
が
中
心
と

な
り
、
食
事
を
と
お
し
て
健

康
と
栄
賢
を
考
え
る
会
も
育

っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
人
で

迷
わ
ず
、
こ

う
し

た
教
室
に
参
加
し
て
、
ま
ず

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
て
は

い
か
か
で

す
か
。

▲
塩
分
ひ
か
え
め
、
お
味
の
方
は
…

▲ どうですか　 汗をかいてきましたか

巡
回
健
康
診
査

自
動
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

日

程
・
場
所

左
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
優
1

時
4
5分
～
2

時
茹
分

対
象

主
婦

、
自
営
業

、
商
店

で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で

、

ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
健
会

の
な
い
匐
歳
以
上
の

区
民
の

方
(
た
だ
し
結
核
・
肺
が
ん

倹
診
は
1
6
筬
以
占

検
査
内
容

▽
結
板
・
肺
が
ん

倹
診
(

レ
ン
ト
ゲ
ン
)

▽

循
環
器
検
診
(
血
圧
測
定
・

尿
検
査
な
ど
)

▽
歯
科
検

診
(
虫
薗
・
儘
石
な
ど
)

費
用

圜
円

※
検
査
の
結
果

、
必
嬰
か

あ
る
場
台
は

、
後
日
精
密

診
査
を
行
い
ま
す
(
費
用

・・・
瞋
円

、
循
環
器
検
診
の

み
)
。

※
一
般
診
査

、
精
密
診
査

と
も
生
活
保
護
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
な

ど
の
方

は
、
費
用
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

知
合
せ
先

足
立
保
健
所
、千

住
保
健
所

、
本
庁
舎
・
保
健

予
防
係

巡回健康診査の会場

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央本町 保健 相談所 　880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係 　882- 1111㈹

5
0歳
健
康
診
査

診
査
内
容

血
圧
厠
定
・
心
電

図
一
眼
底
検
査
・
血
厥
倹
査
(

血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

、

肝
機
能
な
ど
)
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
冐
ガ
ン
検
診
・
大

腸
ガ
ン
検
診
(
1
0
月
か
ら
)

対
象

図
歳
の

艇
生
日
を
む
か

え
た
方

費
用

千
揃
円

※
日
程
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

申
込
方
法

個
別
通
知
薔
偃

後
、
匱
接
電
話
で
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

お
酒
で
悩
ん
で
い
る
方
へ

酒
害

相

談

保
健
所
で
は

、
お
酒
を
や
め

ら
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
方

、
ま

た
は
そ
の
家
族
を
対
象
に

、
専

門
医

、
保
健
婦
に
よ
る
酒
魯
相

談
を
毎
週
―
回
行
っ
て
い
ま

す

。一
人
で
悒
ま
ず

、
同
じ
悩
み

を
持
つ
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う

。

日
時
・
場
所

マ
予
住
保
健
所

…
第
1
・
3

木
躍
日

▽
足

立
保
健
所
…
第
2
・
4

木
曜

日

、
い
ず
れ
も
午
硬
1

時
3
0

分
～
3

時
3
0分

申
込
方
法

電
話
予
約

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
予
防
接
種

D
P
T
(

ジ
フ
テ
リ
ア

、

百
日
ぜ
き

、
陂
傷
風
の
三

堙
混
合
)

・
小
児
マ
ヒ
の

予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

□
D
P
T
(

三
種
混
合
)

対
象

次
の
方
に
は
個
別

通
知
し
ま
す

▽
I
期
(
3

回
式
)
昭
和
6
3年
1
0

月
1
日
～
平
既
元
年
9

月
3
0
B
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児

▽
n

嗣
(

―
回

式
)
昭
和
6
1
年
1
0月
1
日
～

昭
和
6
2年
3
月
3
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
功
児

※
す
で
に
通
知
済
で
ま
だ
接
種

が
隣
ん
で
い
な
い

方
も

、I
期

に
つ
い
て
は
4
8ヵ
月
禾
躅

、H

期
に
つ
い
て
は
I

期
終
了
後
1

年
以
上
経
過
し
6
6ヵ
月
未
掏
で

あ
れ
ぱ

、
お
手
痔
ち
の
纃
種
票

で
受
け
ら
れ
ま
す

。6
6ヵ
月
以

上
7
2ヵ
月
未
満
の

方
は
百
日
ぜ

き
を
除
く
2

種
混

合
が
受
け
ら

れ
ま
す
。お
問
合
せ
く
だ
さ
い

。

接
種
日
時

医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
求
す

。1
0月
1

日
～
1

月
3
1日
の
閧
に
で
き
る
だ

け
受
け
て
く
だ
さ
い

接
種
場
所

「
本
院
は
定
期
予

防
接
種
実

施
医

凍
磯
関
で

す
」
の
掲
示
の
あ
る
区
内
指

寓
医
療
機
関

費
用

無
料
(
た

だ
し

、
拙
定

医
療
機
関
以
外

、
年
齡
外
で

受
け
る
場
合
は

有
料
)

□
小
児
マ
ヒ
(

ポ
リ
オ
)

生
ワ

ク
チ
ン

対
象

呎
の
方
に
は
個
別
通
知

し
ま
す

▽
1

回
目

平
吹

元
年
H
月
1
日
～
平
虞
2

年
4

月
3
0日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児

▽
2

回
目

平
虞
元

年
5
月
1

日
I

平
成
元
年
1
0

月
3
1日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
※
す
で
に
通
知
済
で
ま
だ
接
種

か
済
ん
で
い
な
い
方
も

、
―
回

目
に
つ
い
て
は

、
昭
和
6
2
年
5

月
1

日
以
降

に
生
ま
れ
た
幼

児

、2
回
目
に
つ
い
て
は

、
昭

和
6
1
年
1
1月
1
日
以
降
に
生
ま

れ
で
I

回
目
終
了
浚
6

週
間
以

上
経
過
し
て
い
る
幼
児
で
あ
れ

ば

、
お
手
持
ち
の
接
種
票
で
受

け
瓦

ま
す

。

接
種
日
・
場
所

右
衷
の
と
お

り
注
意
事
項

▽
通
知
曾

月
末

ま
で
に
米
善
の
万

、
接
種
禁

を
粉
失
し
た
方
は

、
保
健
所

へ

連
絡
を

▽
接
種
当
日
は

検
囲
し

、
母
子
手
帳
持
参
の

こ
と

▽
接
穐
済
票
は
必
ず

母
子
手
帳
に
貼
る
こ

と

▽

小
児
マ
ヒ
と
三
種
混
合
の
通

知
が
重
な
る
場
合
は

、
接

種
間
隔
に
気
を
つ
け
る
こ

と
◎
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る
か

、
現

在
ま

た
は
最
近

祠
気
(

心

臓
祠

、腎
臓
詞

、肝
臓
軻

、

糖
尿
詞

、免
疫
疾
思
な
と
)

に
か
か
っ
た
幼
児

▽
接
種
前
1

年
以
内
に
け

い
れ
ん
(

ひ
き
つ
け
)

を

起
こ
し
た
幼
児

▽
罧
兄

、
お
た
ふ
く
か

ぜ

、風
兄

、水
ぼ
う
そ
う

な
ど
に
か
か
り

、
冶
つ
て

か
ら
1

ヵ
月
未

蒟
の
幼
児

▽
接
種
前
1
ヵ
月
以
内
に

生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
兄

、

お
た
ふ
く
か
ぜ

、風
兄

、

ボ
リ
オ

、B
C
G

、水
ぼ
う

そ
う
な
ど
)
の
接
種
を
受

け
た
幼
児

。
ま
た
は
1
週

間
以
内
に
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
(
三
種
混
合

、イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

、日
本
脳
炎
な
ど
)

の
接
種
を
受
け
た
幼
児

▽
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種
に

あ
た

う
て
は
前
記
の
ほ
か

下
痢
を
し
て
い
る
幼
児

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
保
健
予
防
係

、
足
立
保

健
所

、
千
住
保
健
所

小児マヒ 生ワクチン実施会場

◎ 学 校 の 場 合 に は「 上 ば き 」 を 必ず お 持 ちく だ さい 。

◎ 学 校 に は 予防 接種 に つ い て 問い 合 わせ は しな い でく だ さい 。

保
健
所
の

日

誌
か
ら

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
が
特
効
薬

さ
わ
や
か
な
あ
る
日

、
相

談
に
見
え
た
A

さ
ん
は
4
5
歳

の
主
婦

。「
な
ん
と
な
く
体
調

が
艮
く
な
い
ん
で
す

。
疲
れ

や
す
く

、
頭
が
璽
い
し

、
食

欲
も
あ
り
ま
せ
ん

。
な
ん
だ

か
目
も
か
す
み
ま
す
し
」
と

資
惴
も
暗
い

。

保
健
相
談
所
で
の

健
診
で

は

、
肥
爾
と

、
血
圧
が
少
々

高
い
こ

と
か
拓
摘
さ
れ
ま
し

た

。
医
師
は

、
治
療
の
必
要

は
な
い

、
運
動
す
る
よ
う
に

と
助
言

。

よ
く
よ
く
話
を
闖
い
て
み

る
と

、
一
人
息
子
は
こ
の
4

月
に
結
婚
し
て
別
气

夫
は

最
近
昇
格
し

、
連
日

連
夜
の

午
前
様

。A
さ
ん
は
一
人
で

話
し
相
手

も
な
く

、一

日
過

ご
し
て
い
る
よ
う
で
す

。

気
分
転
換
に
運
動
が
良
い

の
で
は
と

、
保
健
相
談
所
内

の
主
婦
を
中
心
と
し
た
体
操

グ
ル
ー
プ
「
四
季
の
会
」
を

紹
介
し
ま
し
た

。
さ
っ
そ
く

参
加
し
た
A
さ
ん

。
は
じ
め

竺

人
で

黙
々
と
体
を
励
か

し
て
い
ま
し
た
か

、
回
を
重

ね
る
ご
と
に

、
話
の
軸
に
加

わ
る
よ
う
に
な
り

、

輝
い
て

き
ま
し
た

。「
皆
さ
ん

と
話
し
て
い
る
と

、
元
気
が

出
ま
す

。
息
子
や
夫
の
こ
と

ば
か
り
で
な
く

、
私
は
自
分

の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
で
す
ね
」
。

同
じ
立
場
の
仲
間
と
話
を

す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
特
効

薬
に
な
っ
た
A
さ
ん

。
人
と

の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た

。

《

保
健
相
談
所
・
保
健
婦
》
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ぶら
り出

かけて
伊興寺町

ぜ ～ んぶ歩
い て 8

0 00
歩

記
録
破
り
の
一

さ
が
続
い
た
一

が
過
ぎ
て

、

季
節
は
秋

。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
し

、勉
学
に
よ
し

、

味
覚
を
楽
し
み

、
芸
術
を
鑑
賞
す
る
な
ど

、
何
を
す
る
に

も
最

適
と
い
え
る
時
期
で

す
。
空
は
高
く

。
雪
は
白
く

、

心
地
よ
い
風
に
瞬
わ
れ
る
ま
ま

、
ぶ
ら
り
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
小
さ
な
発
見
と
大
き
な
驚

き

。
気
ま
ま
な
散
策
の
お
も
し
ろ
さ
の
一
つ
で

す
。

さ
て

、
こ
ん
な
期
待
を
抱
か
せ
る
う
え
に

、
秋
の
風
僑

と
し
っ
く
り
調
和
す
る
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
町

、
伊
輿
寺
町

を
山
内
一

さ
ん
(

花
畑
一
丁
目
莊
畦
)

に
凛
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

。

ど
ん
な
出
会
い
が

あ
る
か
し
ら
…

で
は

、
さ
っ
そ
く
伊
興
寺
町

を
た
ず
ね
て
み
ま
し
ょ
う

。
竹

ノ
根
駅
西
口
か
ら
歩
き
始
め

、

掌
た
竹
ノ
塚
駅
に
戻
っ
て
き
ま

す
。

赤
山
街
道
と
補
助
洳
号
線
か

交
差
す
る

、
伊
興
町
前
沼
の
十

字
路
を
右
折
し
て

少
し
行
く
と
(

私
の
歩
嗤
で
約
S

歩
)
、
左
旬

に
①
柬
岳
寺
が
あ
り
ま
す

。

都
指
定
旧
跡
「
初
代
安
藤
広

重
菓
及
び
紀
念
碑
」
が
あ
る
境

内
は

、
隅
々
ま
で
手
入
れ
が
行

き
届
い
た
庭
園
と
な
っ
て
い
ま

す

。
し
っ
と
り
と

落
ち
着
き
、

騒
が
し
い
都
会
に
い
る
こ

と
す

ら
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。

広
重
と
い
え
ぱ

、「
東
厩
逧
五

十
三
次
」
で
あ
ま
り
に
も
有
名

で
す
ね

。

嗔
号
線
を
さ
ら
に
北
へ
進

み
、東
伊
興
町
の
信
号
を
右
折

し
て
い
く
と
、間
も
な
く
②
白

瀰
塚
史
跡
公
園
で
す
。白
旗
楸

は
、広
さ
約
6
0
平
方
气
高
さ

1
.
5
メ
ー
ト
ル
の
上
段
円
墳
型
で
、都
内

東
部
の
低
地
帯
で
は
唯
一
の
古

墳
で

あ
る
と
い
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
私
が
小
学
生

の
こ

ろ
は
、
こ
ん
な
に
整
爾
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。

東岳寺・初代安藤広重の墓と記念碑

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い

寺

町

歩

き

東
伊
興
町
の
信
号
の
ほ
ん
の

数
メ
ー
ト
ル
先
の
路
地
を
左
手

に
入
る
か
、
伊
輿
町
白
旙
の

交

逐
点
ま
で

吁
っ
て
左
折
す

る

か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
趣
深
い

寺
町
コ

ー
ス
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん

。

こ
の

一
角
を
中
心
に
集
中
す

る
十
数
力
所
の
寺
は

、
関
東
大

賈
災
険

、
浅
草
方
面
か
ら
移
転

し
て
き
た
も
の
で
す

。

③
法
受
寺
に
も
一
慶
来
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た

。
桂
昌

院
っ
て

、「
犬
公
方
」
と
あ
だ
名

さ
れ
た
徳
川
五
代
将
單
綱
吉
の

お
a

さ
ん
な
ん
で
す
よ
ね

。

④
易
行
院
の
門
を
く
ぐ
る
と

正
面
に
助
六
地
蔵
が
並
ん
で
い

ま
す

。

近
寄
っ
て
み
る
と

、
歌
舞
伎

で
名
高
い
花
川
戸
助
六
と
愛
人

爾
巻
の
嘉
の
上
郡
が
欠
け
て
い

る
の
か

わ
か
り
ま
す

。
江
戸

時

代
に
は
こ
の
墓
石
か
厄
よ
け
に

き
く
と
い
わ
れ

、
一
部
を
く
だ

い
て

持
ち
帰
る
人
が
多
か
っ
た

と
か

。

⑤
東
陽
寺
の
碗
内
に
は

、
上

州
沼
田
か
ら
江
戸
に
出
て

、
炭

の
は
か
り
売
り
か
ら
大
商
人
と

し
て
呪
功
を
お
さ
め
た

、
立
志

伝
中
の
人
物
塩
原
太
助
の
羸
が

ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す

。

⑤
応
現
寺
は

、
伊
輿
地
区
で

も
歴
史
の
あ
る
お
寺

。
区
の
又

化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
山
門

は

、
四
足
造
り
で
江
戸
初
期
の

梓
徹
を
よ
く
頁
し
て
い
ま
す

。

そ
の
堂
々
た
る
嗾
が
印
象
的
で

す

。

易行院・助六と揚巻の比翼塚の上部が欠けている東 陽 寺 ・ 塩 原 太 助 の 墓

応現寺・堂々たる山門

法受寺・桂昌院の墓。
大奥での権勢は絶大で
あったといいます

むかしも人々 は
この地で

暮らしていた

法
受
寺
前
の
保
木
間
堀
に
沿

っ
て
西

方
へ
進
む
と
(

約
劔

歩
)
、こ
ん
も
り
し
た
森
か
見
え

ま
す

。
「
わ
あ

、
こ
れ
は
す
ご
い

、

ま
る
で

緑
の
ド
ー
ム
で
す
」
　

ヶ
ヤ
キ
や
ム
ク
ノ
キ
、
エ
ノ

キ
な
ど
区
の
保
存

樹
に
指
定
さ
れ
て

い
る
大
木
か
、
競

い
今
っ
よ
う
に
高

く

茂
っ
て

い

ま

す
。こ
こ
は
、⑦
伊

興
水
川
神
社
。
渕

江
惱
4
2ヵ
村
の
総

鐫
守
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら

、別
名
「
渕

の
ぎ

と
も
い
わ

れ
、
明
治
以
降
は

伊
興
村
だ
け
の
鎮
守
と
な
り
ま

し
た
。

渕
の

宮
の
反
対
側
の

⑧
伊
興

迫
跡
公
園
予
定
地
で
は
、
現
在

発
掘
調

査
が
行

わ
れ
て

い
ま

す
。
各
種
の
土
器
や
日
玉
や
勾

玉
な
ど

、
古
代
の
お
祭
り
関
係

の
遺
初
が
多
数
出
土
。
賢
・
量

と
も
都
内
屈
指
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
根
気
の
い
る
発
掘
作
業

は
、
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
読
し
て

い
る
よ
う
で

す
。

伊
興
氷
川
神
社
の
境
内

伊興遺跡・古代人の息吹が指先に

秋
の
七
草
見
つ
け
に
…

白
旗
筱
史
跡
公
園
内
に
は
、

万
葉
集
に
ち
な
ん
だ
木
が
榲
え

ら
れ

、
代
表
的
な
万
葉
歇
人
の

歌
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
秋
の
野
に

咲
き
た
る
花
を

痂
r

り

か
き
数
ふ
れ
ば

七

草
の
花
〟

万
葉
集
(
巻
八
・
1
5
3
7
)

の
山
上
憶
良
の

歌
で
す
。
次
に

七
草
が
登
場
し
ま
す
。

貳

の
花

尾
花
葛
花

一

肩

お
み
な
え
I
'
I
i
　

の
花

女
郎
花

ま
た
藤
袴

朝
貎
の
花
‘

憶
良
の

歌
で

は
以
上
で

す

が
、
眥
の
朝
顔
は
今
の
桔
梗
と

い
う
脱
が
有
力
で

す
。

皆
さ
ん
、
全
部
ご
存
知
で
す

か
。
秋
を
代
表
す
る
七
草
、
ご

自
身
で
確
め
て
み
て

く
だ
さ

い
。

白旗塚史跡公園・親子の遊び場としても最適です

すこし足をのばして伊
興
町
的
沼
交
差
点
で

赤
山
街
道
を
横
切
り
、
西

へ
し
ば
ら
く
歩
く
と
(

約

倒
歩
)
、
⑤
実
相
院
に
到
着
し
ま

す
。寡

尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
で

、

都
の
指
定
又
化
財
。
木
造
の
等

身
大
の
n

像
で
、
奈
良
時
代
の

行
基
の
作
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
が
、
平
安
時
代
末
期
の
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊

興
の
子
育
観
音
と
し
て
人
々
の

信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

実
相
院
の

近
く
の
⑩
干
葉
次

郎
胯
胤
の
墓
は
、
民
家
の
裏
手

に
あ
る
た
め
入
口
に
標
柱
が
立

っ
て
い
ま
す
。

千
葉
氏
は

、
古
代
末
期
か
ら

中
世
に
か
け
て
の
豪
族
。
軍
功

に
よ
っ
て
源

頼
朝
か
ら
重
用
さ

れ
、
南
関
東
に
勇
名
を
は
せ
各

地
で
栄
え
ま
し
た
。
陽
胤
は
風

冥
念
を
告
げ
る
戦
国
の
世
、
天

文
2
年
(
1
5
3
3
)
6
3

ま
で

没
し
ま
し
た
。

実相院・石の仁王像2 体と本堂

▲ 入口はこちらです

千葉次郎勝胤の墓

新
た
な
出
会
い
を
経
験
し
て

以
上
で
、

私
の
伊
興
寺

町
め
ぐ
り
を

終

わ

り

ま

す
。
ぶ
ら
り
出
か
け
て
み
た
つ

も
り
で
す
が
、
新
た
な
発
見
の

連
続
で
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

自
分
が
庄
ん
で
る
こ
の
町
に
つ

い
て
、
も
っ
と
知
り
た
く
な
つ

て
き
ま
し
た

。

ぜ
I
ん
ぷ
歩
い
て
8
千
歩
。

ち
な
み
に
私
の
身
長
は
圀
セ
ン
チ
で

す
。
皆
さ
ん
は
何
歩
ぐ
ら
い
で

歩
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

路
傍
に
咲
い
て
揺
れ
る
コ
ス

モ
ス
に
、
し
ば
し
心
を
取
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

伊興寺町主な見どころ

お ね が い
○ 寺院等に入るときは、了

解を寿てください。
○ 文化財等には手で触れ

たり、汚さないようにし

ましょう。
○ 石碑等、文化財の柘本な

どは所有者のr 解を樽てくだ

さい。
○ 団体で児跡めぐりを 行うとき

は、あらかじめ寺社の許可を寿

てください。
○ 文化附等を大切にしましょう。

と
て
も
便
利
な
案
内
書

伊
興

寺
町
め
ぐ
り
を
は

じ

め
、
区
内
に
は
興
味
深
い
敵
歩

逎
が
各
地
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、
も
っ
と
よ
く
知

り
た
い
と
思
う
方
に
は
、
次
の

冊
子
が
没
立
ち
ま
す
。
い
ち

ど

手
に
取
っ
て
、
思
い
思
い
に

歩

い
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か

。

書
名
・
単
価

▽
『
伊
興
寺
町

を
め
ぐ
っ
て
』
・
・
i
部
慂
円

▽
「
歴
史
と
文
化
の
散
歩

道
」
・・・
1
部
掴
円

▽
『
斯

ま
ち
か
ど
ル
ッ
ク
』
・・・
鱗
料

販
売
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
・

情
報
公
聞
課
(

　
貎
1
1
1
1

㈹
)
、
中
央
本
町
庁
舎
・
偶

報
公
開
課
分
室
(

　
痂
5
0
0
1
)

、
郷
土
悼
物
館
(

　
9
9
3
9
3
)

※「
新
ま
ち
か
ど
ル
ッ
ク
」は
本

庁
舎
(
千
佳
)
・
広
覗
課
で

も
配

布
中
。

シ
リ ーズ

足立の文化財

金

銅

装

神

輿

(
足
立
区

登
録
有
形
文
化
財
・
工
芸
品
)

千
住
河
原
町
1
0
-
1
3
　河
原
町
稲
荷
神
社

こ
の
神
輿
は
、
金
銅
の
金
具

で
一
面
に
装
飾
さ
れ
た
木
造
溌
r

大
冪

岬

す
。

構
造
は
、
屡
蓋
が
照
り
起
り
、

靤

上
に
影

髷

え

負

、

降
棟
の
先
端
は
円
形
の

康
手
と

な
り
一

一
が
つ
い
て
い
ま
す
。

胴
邵
の
前
と
左
右
面
の
中
央
に

は
、
禪
彫
り
に
な
っ
た
登
鑞
、

立
汳
の
打
出
金
物
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
基
部
上
は
玉
垣
を
め

ぐ
ら
し
、
四
隅
に
高
欄
、
中
央

に
鳥
居
が
つ
い
て
い
ま
す
。

基
部
の

後
方
右
側
に
「
明
治

耒
四
年
五
月
古
律
日
」
と
、
制

り
筴

汞

す
獻
駱

が
あ
り

ま
す
。
明
冶
初
期
の
作
で
す
が
、

江
戸
神
輿
の
形
式
を
受
け
つ
い

だ
、見
事
で
臾
し
い
神
輿
で
す
。

高
さ
讖
・
5
气

重
さ
埖

通
称
「
千
賢

神
輿
」
と
呼

ぱ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際

は
千
瞋
冫
で

す
。
こ
の

お

お
げ
さ
な
通

称
は
、
む
し

ろ
そ
の
豪
壮

な
藍
飾
か
ら

生
ま
れ
た
も

の
で
す
。

フォト
ニュース

あだち

7
/
2
9

～
8
/
8たくましくなりました!

赤城山中、10泊11日のアドベンチャーキャ
ンプ。小学6 年生以上、高校生まで60人が
参加しました。電気もガスも水道もトイレ
もない生活は、みんなの協力と、創意工夫
が必妥です。

8/ 19 区民水泳競技大会
大健闘! 　12 もの大会新記録か
生まれました。

8 月下旬
ふんわりと温かそう

都市農業公園の綿の花

シ リ ー
ズ

身近な自然 16

ショウリョウバッタ

今
年
の
夏
は
、
足
立
X
に

は
ト
ン
ボ
が
大
発
生
し
た
そ

う
で

す
が
、
セ
ミ
も
た
く
さ

ん
鳴
い
て
い
ま
し
た
。
臟
い

せ
い
か
夜
中
ま
で
も
鳴
い
て

い
ま
し
た
。

今
は
そ
れ
も
や
ん
で
、
草

む
ら
の
虫
が
元
気
に
は
ね
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
巾
で

も
、
よ
く
目
立
つ
の
が
、
シ

ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
で
す
。

飛
ぶ
蒔
に
羽
を
打
ち
合
わ
せ

て
「
キ
チ
キ
チ
キ
チ
」
と
い

う
音
を
出
す
の
で
、
キ
チ
キ

チ
バ
ッ
タ
と
も
い
い
ま
す
。

後
ろ
足
が
長
く
よ
く
シ
ャ
ン

プ
し
ま
す
。

こ
の

後
ろ
足
を
持
つ
と
、

体
を
上
下
に
ゆ
り
勳
か
し
、

機
(
は
た
)
を
啾
う
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
(

タ
オ
リ
バ
ッ
タ
と
も
い
う

そ
う
で
す
。

シ
ョ

ウ
リ

ョ
ウ
バ

ッ
タ

は
、「
精
霊
蝗
虫
」
と
S

き
ま

す
。
精
霊
流
し
を
す
る
時
の

舟
の
形
に
似
て
い

る
と
こ
ろ

か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
つ

ん
と
と
が
っ
た
頭
を
へ
さ
き

に
見
立
て
る
と
、
舟
に
そ
っ

く
り
で
す
。

シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
を

捕
え
る
と
、
8
0
り
も
あ
る
の

で
「
大
物
を
と
っ
た
ぞ
」
と

い
う
気
が
し
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
は
雌
の
こ
と
で
雄
は
そ

の
半
分
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
体
の
大
き
さ
は
も
っ

と
小
さ
く
見
え
て

、
ま
る
で

観
と
子
の
よ
う
で

す
。

バ
ッ
タ
の
仲
間
は
、
イ
ネ

科
の
値
物
(
ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
、

メ
ヒ
シ
バ
な
ど
)

を
よ
く
食

べ
ま
す
。
そ
れ
で

緑
色
を
し

て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
茶
色
の
も
い

ま
す
。
そ

れ
は
、
土
の
色
に

似
せ
て
い

る
の
で

、
ど
ち
ら
も
保
護
色

な
の
で

す
。

荒
川
土
手
や
草
む
ら
に
行

っ
て
「
キ
チ
キ
チ
キ
チ
」
と

い
う
音
で

、
見
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い

。

<
花
畑
西
小
学
校
教
諭
　

鈴
木
　
隆
>
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福

祉

福
祉
事
務
所
の
相
談

◆
高
齢
者
(

お
お
む
ね
6
5
歳
以

上
)

の
方
に

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

、
家

庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

◆
身
体
に
障
害
が
あ
る
方
に
　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

、

補
装
具
や
更
生
医
療
の
給
付
、

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
『
ろ
う
あ
』
の
方
に
は
、

毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
翌
日
)
午
後
1
時
～
4
時

に
手
話
通
訳
者
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

◆
精
神
薄
弱
者
(
児
)

の
方
に

「
愛
の
手
帳
」
の
交
付
、
援

護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

。

◆
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の

方
に家

庭
相
談
員
が
家
庭
相
談
の

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
毎
週
月
・
水
・
金
　

曜
日
、午
後
1
時
～
5
時

◆
児
童
相
談

児
童
福
祉
司
が
子
ど
も
の
養

育
、
障
害
児
な
ど
、
子
ど
も
の

問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す

。

相
談
日
時
毎
週
月
・
木
曜
日
　
　

(
中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜
　

日
の
み
)
、午
前
9
時
～
正
午

◆
母
子
家
庭
の
方
に

母
子
相
談
員
が
、2
0
歳
未
満

の
児
童
の
い
る
母
子
家
庭
の
経

済
上
の
問
題

、
児
童
の
就
学
等

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

◆
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付

経
済
的
自
立
の
た
め
に

、
事

業
開
始

、
継
続
資
金
、
住
宅
資

金
、
就
職
・
就
学
支
度
金
な
ど

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◆
母
子
寮
の
入
所

児
童
の
保
護

、
お
よ
び
母
子

の
自
立

、
更
生
を
図
る
た
め
、

母
子
寮
入
所
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

指
定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
2

泊
ま
で
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど

か
ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を

求
め
る
女
性
や

、
問
題
を
抱
え

て
困
っ
て
い
る
女
性
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方
に

出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
家
庭
の
た
め
に
「
入
院

助
産
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
亊

前
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
妊
娠
7
ヵ
月
以
上
で
出
産
前

の
区
民

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
非
課

税
ま
た
は
前
年
分
所
得
税
額

が
1
万
6
千
8
0
0円以
下
の
世

帯
◆
生
活
に
お
困
り
の
方
に

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
働

け
な
く
な
り
、
収
入
が
減
り
生

活
費
や
医
療
費
な
ど
に
お
困
り

の
方
は
、
生
活
保
護
制
度
が
あ

り
ま
す
。

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は

い

ず
れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所

(表
1
)
へ
。

※
相
談
日
時
は
、指
定
の
あ
る

も
の
を
除
き
、毎
日
午
前
9
時
～

午
後
5
時
で
す
パ
土
曜
日
は

正
午
ま
で
、
第
2
・
4
土
曜
日

は
休
み
で
す
)

ご
利
用
く
だ
さ
い区

民
葬
儀
利
用
券

区
で
は
、
軽
い
負
担
で
比
較

的
簡
素
な
葬
儀
を
望
む
方
の
た

め
に

、
区
内
葬
祭
業
者
の
協
力

で

、
区
民
葬
儀
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

利
用
方
法

死
亡
診
断
書
(
死

亡
届
)
ま
た
は
埋
(
火
)
葬
許

可
肅
を
提
示
し
て
葬
儀
券
を

受
け
、
区
民
葬
儀
取
扱
業
者

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

料

金

葬

祭
具
、雹
柩

車
、火

葬
、
収
骨
容
器
の
ラ
ン
ク
に

よ
り
約
H
万
円
か
ら
2
7万
円

の
範
囲
で
選
べ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
諸
経
費
、
消
費
税
が
必

要
に
な
り
ま
す

葬
儀
券
の
発
行

中
央
本
町
庁

舎
・
戸
籍
課
、
千
住
区
民
事

務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

昔
8
8
0
5
0
5
1

児
童
福
祉

平
成
3
年
度

保
育
園
入
園
児
募
集

1
2月
か
ら
受
付
開
始

平
成
3
年
4
月
に
、
保
育
園

入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け

付
け
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す
。

受
付
期
間
1
2
月
1
日
～
1
5
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
平
成

2
年
度
分
住
民
税
額
が
わ
か

る
も
の
(
納
税
通
知
書
、
特

別
徴
収
税
額
通
知
書
ま
た
は

課
税
証
明
書
)

▽
平
成
元

年
分
所
得
税
が
わ
か
る
も
の

(
な
お

、
平
成
2
年
所
得
税

が
確
定
し
だ
い

、
平
成
2
年

分
の
も
の
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
)

▽
印
か
ん

※
本
年
度
中
の
入
所
に
つ
い
て

の
相
談
お
よ
び
申
請
は
、随
時
、

各
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(

表
I
)

へ

。

表1 福祉事務所一覧

白
寿
の
お
祝
い

3
月
末
日
現
在
の
白
寿
の
お

祝
い
と
し
て
、9
月
1
5日
号
に
3

人
の
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
敬
老
の
日
現
在
で
9
9歳

の
次
の
3
人
の
方
に
対
し
て
、

区
長
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
お

祝
い
し
ま
し
た
。

島
根
二
丁
目
2
6
1
1
2
城
サ

エ
さ
ん
(
9
9歳
)
、
千
住
二
丁
目
2
2

波
止
梅
枝
さ
ん
(
9
9歳
)
、

千
住
桜
木
一
丁
目
5
1
7

吉

田
静
代
さ
ん
(
9
9歳
)
。

かっぱの
バッチ
販 売 中

バ
ッ
チ
着
用
者
に
は

、1
0

月
1

日
の
都
民
の
日
に

、
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
6
0
展
望
台
入
場

無
料
な
ど
の
数
々
の
特
典
が

あ
り
ま
す

。

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い

。

販
売
価
格

単
品
2
0
0円

、5
　

色
セ
ッ
ト
8
0
0円

販
売
場
所

本
庁
舎
♀

住
)
　

・
情
報
公
開
課
お
よ
び
中

央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開

課
分
室

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
　

・
広
報
課

あ
な
た
は
ど
れ
を
選
び
ま
す
か
?

ま
ち

づ
く
り
公
社

シ

ン

ボ

ル

マ

ー

ク

紺
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公

社
は
昭
和
6
3年
4
月
発
足
以

来
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
区
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
組
職
形
成
や

民
地
の
快
適
環
境
整
備
へ
の

援
助
、
ま
た
、
区
各
施
設
の

迅
速
、
効
率
的
な
維
持
管
理

を
目
指
し
た
事
業
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
公
社

を
目
指
し
、
公
社
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
侯
補
作
7
点
を

選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ー
ク
に
つ
い
て
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
2
0人
に
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
下
記

の
侯
補
マ
ー
ク
の
中
か
ら

I
点
を
選
び
、
番
号
を
記

入
し
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
期
限
1
0
月
9
日
消
印

有
効

応
募
・
問
合
せ
先

剛
足
立

区
ま
ち
づ
く
り
公
社
庶
務

課
(
〒
1
2
0綾瀬
2
1
3
0
1
　
6

昔
刪
7
7
6
1
)

① ②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦

やさしい公職選挙法Q&A
PART3

寄附の禁止

公
職
選
挙
法
で
は
、
き
れ

い
な
選
挙
、
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
現
の
た
め
、
寄

附
に
つ
い
て
厳
し
く
規
制
し

て
い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰

さ
れ
ま
す
と
公
民
権
(
選
挙

権
・
被
選
挙
権
)
の
停
止
と

な
り
ま
す
。

主
な
事
例
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

Q
政
治
家
等
が
、
正

月
に
自
宅
に
来
た
選

挙
区
内
の
有
権
者
に
対
し
酒

食
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

A
で
き
ま
せ
ん
。
飲

食
物
の
提
供
は
寄
附

と
な
り
ま
す
。
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

Q
町
内
会
の
催
し
物

等
に
協
賛
す
る
か
た

ち
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
町
会

名
簿
に
名
刺
広
告
を
出
せ
ま

す
か
。A

協
賛
金
・
賛
助
金

等
は
寄
附
と
し
て
制

限
さ
れ
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
ま
す
。

Q
政
治
家
等
が
、
名

入
り
の
手
ぬ
ぐ
い
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
贈
る
こ
と

が
で
ま
き
す
か
。

A
で
き
ま
せ
ん
。
寄

附
と
な
り
罰
則
を
も

つ
て
禁
止
さ
れ
ま
す

。

Q
政
治
家
等
が
選
挙

一一
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
す
る
お
中
元
、お
歳
暮
、

入
学
祝
、
出
産
祝
な
ど
、
従

来
か
ら
慣
行
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
も
の
も
し
て

は
い
け
な
い
の
で
す
か
。

A
そ
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
寄

附
と
解
さ
れ
、
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

Q
政
治
家
等
が
、
区

一
内
の
文
化
・
体
育
団

体
な
ど
に
対
し
て
、
応
援
の

意
味
で
協
賛
金
を
出
せ
ま
す

か

。A
出
せ
ま
せ
ん
。
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
ま
す

。

こ
の
ほ
か
、政
治
家
等
は
、

残
暑
見
舞
、
年
賀
状
等
の
時

侯
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

。

A
選
挙
管
理
委
員
会
V

祭り の 寄附 お 歳 暮やお 中元

開店 祝 の花 輪や お 祝

葬式 の 花輪や 香 典
入 学 、卒 業 、就 職、結婚 、出 産な どの お 祝

親 睦旅 行 への 差 入れ

マ マさ ん バレ ーや 野 球大 会へ の 差入 れ 各 種 会合 への ご祝 儀
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健

康

1
0月
1
日
は
銭
湯
無
料
開
放
の
日

1
0月
1
日
(

区
民
・
都
民
の

日
)
、
区
内
の
公
衆
浴
場
は

、
全

区
民
に
無
料
開
放
し
ま
す

。
横

町
の
温
泉
で
一
家
そ
ろ
っ
て

、

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
健
康
管
理
課

あ
な
た
の
水
は
安
全
で
す
か

貯
水
タ
ン
ク
の
定
期
点
検
・
清
掃
を

最
近
、
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

等
で
蛇
口
か
ら
濁
っ
た
水
が
出

る
、
変
な
に
お
い
が
す
る
な
ど

の
声
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
苦
嚼
の
原
因
と

な
る
、
給
水
タ
ン
ク
汚
染
事
故

が
、
昨
年
度
都
内
で
Ⅲ
件
(
区

内
1
5件
)
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
設
備
の
老
朽
化
、管

理
の
不
備
な
ど
が
主
な
原
因
で

す
。一

般
に
、3
階
以
上
の
建
物

は
、
水
道
水
を
一
度
給
水
タ
ン

ク
に
た
め
て
か
ら
使
っ
て
い
ま

す
。こ
の
給
水
タ
ン
ク
か
ら
各

家
庭
ま
で
の
汞
の
衛
生
簀
芦

は
、
建
物
の
所
有
者
・
管
理
者

の
責
任
と
な
り
ま
す
。

亜
飲
料
水
の
安
全
を
守
る
た
め

▽
給
水
タ
ン
ク
は
、1
年
に
I
　

度
は
清
掃
を

▽
給
水
タ
ン
ク
の
上
部
は
清
潔

に
し
、
薬
品
や
油
な
ど
は
置

か
な
い

▽
給
水
タ
ン
ク
の
マ
ン
ホ
ー
ル

の
ふ
た
は
密
閉
し
、
い
た
ず

ら
防
止
の
た
め
必
ず
か
ぎ
を

し
て
く
だ
さ
い

▽
給
水
タ
ン
ク
は
定
期
的
に
点

倹
し
、
必
要
な
と
き
に
は
水

質
検
査
を

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
環
境

衛
生
担
当
(
萱
8
5
5
4
1
5
　
1
)

、千
住
保
健
所
環
境
衛
生

担
当
(
昔
8
8
8
4
2
7
7
)

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
0月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。日
程
は
表
2
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
1
(
昔
6
9
3
5
7
0
1
)
　

ま
た
は
、
本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
保
健
予
防
係

表210 月の 献血日程

年

金

納
付
書
(
後
期
分
)
を
送
付
し
ま
す

平
成
2
年
度
後
期
分
(
平
成
2

年
1
0月
～
平
成
3
年
3
月
)

の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
春
を
1
0

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌
月

の
末
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
紙
の
裏
に
、
各
月

の
領
収
証
書
が
ま
と
め
て
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
。
切
り
離
し
た

り
、
破
っ
た
り
せ
ず
に
、
金
融

機
関
の
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
庁
舎
・

保
険
料
係

雲
8
8
0
5
1
6
1

1
0月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や

、
さ
ま
ざ
ま
な
心

配
事
に
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
専
門
官
が
直
接
お
答
え
す
る

「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
毎
月
第
1

水
曜
日
に
開
設
し

て
い
ま
す

。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
3
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

昔
8
8
0
5
0
6
1

保
養
所
な
ど

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

1
2月
分
の
利
用
案
内

1
2月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。(
ガ
キ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
、I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
で
す
。
重
複

申
し
込
み
や
、
期
限
を
過
ぎ
た

申
し
込
み
は
無
効
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
1
人
で
の
お
泊
ま

り
は
で
き
ま
せ
ん
。

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
0

訂
正
と
お
わ
び

「
リ
ブ
ーイ
ン
匐
」の
中
に
、

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者

な
ら
び
に
利
用
す
る
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

こ
こ
で
お
わ
び
し
、
訂
正
し
ま

す
。A

広
報
課
V

リブ・イン' 90(く らし の便 利帳) 正誤表

足
立
区
総
合
防
災
訓
練

の
実
施
結
果
に
つ
い
て

去
る
9
月
1
日
、
足
立
区

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
、
訓
練
の
一

部
に
お
い
て
実
施
運
営
上
、

皆
さ
ま
方
に
大
変
ご
心
配
と

ご
迷
葱
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
、
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
、
十
分
配
慮
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
2
年
9
月
2
日

足
立
区
長

古
性

匱

掲
示
板

◆
私
立
高
等
学
校
等
特
別
奨

学
金
受
給
者
募
集

資
格

私
立
学
校
(
全
日
制
)

・
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校

の
高
等
部
・
高
専
お
よ
び

専
修
学
校
高
等
課
程
の
在

学
生
の
保
護
者
で
①
平
威

2
年
4
月
1
日
～
9
月
1
　

日
ま
で
都
内
に
居
住
し
②

平
成
2
年
度
住
民
税
年
額

が
一
定
額
以
下
の
方

支
給
額
6

万
6
千
円
ま
た

は
、9
万
9
千
円

申
請

都
内
校
在
学
の
場
合

は
在
学
校
へ
。
都
外
校
在

学
の
場
合
は
9
月
2
9日
ま

で
に
都
庁
第
二
庁
舎
1
階

へ
必
要
書
類

学
校
申
請
の
場

合
は
①
申
請
S
②
住
民
票

③
住
民
税
課
税
証
明
書
。

都
申
請
の
場
合
は
①
②
③

と
在
学
証
明
書
、
預
金
通

帳
、
印
か
ん

問
合
せ
先

総
務
笳
学
事
部

学
事
第
一
課
学
事
行
政
担

当

琵
5
1
1
1

㈹

・

「
浄
化
槽
清
掃
作
業
軽
減

証

」
を
ご
存
じ
で
す
か
?
　

都
で
は
浄
化
槽
の
清
掃
料

金
の
一
部
を
助
成
す
る
軽
減

証
を
発
行
し
て
い
ま
す
(
た

だ
し
、
下
水
道
未
普
及
地
域

に
限
る
)
。住
宅
の
新
築
な
ど

に
よ
り
浄
化
槽
の
使
用
者
と

な
っ
た
方
は

、
確
認
通
知
書

に
添
付
さ
れ
て
い
る
(
ガ
キ

ま
た
は
電
話
で
使
用
開
始
の

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

清
掃
局
環
境

指
導
部
指
導
助
成
課

さ
2
1
2
5
1
1
1㈹

圏
N
T
T
の
番
号
案
内
1
0
4は

有
料
に
な
り
ま
す
。

開
始
年
月
日
1
2
月
1
日

(占
費
用
1

番
号
案
内
に
つ
き

3
0円

※
目
や
上
肢
が
不
自
由
な
方

な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

無
料
で
す
。N
T
T
の
支
店

・
営
業
所
へ
・
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

局
番
な
し
の
1
1
6
　

番
へ

・

「
法
の
日
」
無
料
相
談

相
談
内
容

土
地
・
建
物
の

調
査
・
測
量

、
境
界
問
題

お
よ
び
不
動
産
の
表
示
登

記
の
相
談

相
談
日
時
1
0
月
7
日
　

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
　

4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

相
談
担
当

東
京
土
地
家
屋

調
査
士
会

足
立
支
部

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
保
育
室
な
か
ま
の
バ
ザ
ー

H
月
3
日
(
土
)
、
午
前
1
1

時
～
午
後
3

時
/
興
野
公
園
/

家
庭
内
で
不
用
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
協
力
く
だ
さ

い
/

保
育
室
な
か
ま
・
後
藤

さ
譌
7
2
8
7

☆
手
話
基
礎
集
中
教
室
1
0

月
1
1
、1
2日

、
午
後
6

時
3
0

分
～
8

時
3
0
分
、1
3
日
、
午

後
2
時
～
4

時
/
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
/
3

日
分
5
0
0円/

小
林

・
‘
6
0
5
0
7
3
1

☆
障
害
児
に
よ
る
演
劇
公
演

1
0月
1
0日
(
水
)
、
午
後
5

時
開
演
/

高
円
寺
セ
シ
オ
ン
/

調
布
中
学
校
障
害
児
学
級

劇
団
夢
人
間
出
演
/
I
F
u

の
会
・
岡
田

昔
3
8
5
4
1
1

☆
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ア
ニ

メ
「
伊
勢
湾
台
風
物
語
」
上

映
会
1
0
月
1
日
(
月
)
、1
0

時
、1
2時
1
0分
、2
時
2
0分

の
3
回
/
文
化
会
館
、
産
業

振
興
館
/
8
0
0円/
足
立
よ
い

映
画
を
見
る
会
・
荒
井

雲
8
5
8
3
0
4
8

=
募

集
=

公
却
月
沸
い
け
は
な
基
磑

第
2
・
4
金
曜
日
、午
後
6

時
3
0
分
～
9
時
/
動
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、

月
額
3
千
5
0
0
円
/
花
谷
昔

膕
3
9
4
3

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
毎
週

月
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時

/
西
新
井
本
町
住
区
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
月
額
3
千
円
/

渡

辺

硫
1
6
5
6
(

午
後
3

時
3
0分
以
降
)

☆
短
期
着
付
教
室
毎
週

火
、木
、土
曜
日
/
2
ヵ
月

間
修
得
コ
ー
ス
/
月
額
3
千

円
/
杉
本
酋
6
2
0
6
5
3
5

☆
足
立
地
区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
小
学
校
1
年
生
よ
り
/

随
時
受
付
/
原
田
豐
8
8
4
5

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
健
康
体

操
(
パ
セ
リ
ク
ー
フ
ブ
)
毎

週
月
曜
日
、午
後
7
時
～
8

時
3
0分
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

円
/

無
料
体
験
あ
り
/
福
士

昌
6
8
1
6
(

午
後
7

時

以
降
)

☆
子
供
と
女
性
の
将
棋
教
室
　

子
供
・
・
・
毎
週
土
曜
日
、午

後
2
時
～
4
時
・
女
性
・
:
毎

週
火
曜
日
、午
後
1
時
～
8

時
/
正
和
将
棋
ク
ラ
ブ
(
千

住
柳
町
)
/

子
供
・
:
無
料
・

女
性
・・・
月
額
2

千
円
/

宮
本

昔
8
8
2
4
0
8
3

☆
気
功
教
室
毎
週
金
曜

日
、午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

/
東
部
区
民
ホ
ー
ル
/

月
額
3

千
円
/

佐
藤

き
8
2
6
0
0

☆
料
理
教
室
(
フ
レ

タ
ン
ユ

レ
モ
ン
)

毎
月
2
回
火
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
1
2時
3
0

分
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/

月

額
3

千
円
/

掛
川

昔
8
5
8
6

☆
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

毎

月
第
1

・
3
木
曜
日

午
後
1

時
I
9

時
/

綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
/
入
会
金
3

千
円

、
月
額
3

千
円
/
山
中

雲
6
6
3
6
3
(

連
絡
先
0
4
8
9
-

叩
0
3
2
2
)

☆
油
絵
会
員
月
2
回
、水

曜
日
(
予
定
)
、午
後
6
時
～

9
時
/
竹
の
綟
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
3
千
円
、月
額
千
9

円
/
杉
本
昔
8
8
5
1
1
7
0

☆
鎌
倉
彫
り
火
曜
日
(
月

2
回
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
/

江
北
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千

円
/
堀
内
昔
8
9
9
2
2
0
1

☆
金
曜
ヨ
ー
ガ
研
究
科
毎

週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～

正
午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
瞋

円
/
藤
ノ
木
昔
8
4
0
4
3
8

☆
火
曜
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
週
火
曜
日
、
午
前
1
0
時
～

H
時
3
0
分
/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー

/
入
会
金
千
円
、
会
費
千
円

/
見
目
昔
8
9
6
4
1
5
8

☆
ヨ
ー
ガ
心
と
体
を
養
う

毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～

1
1時
3
0
分
/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円

、
月
額
千
峩

円
/

立
花
S
8
5
4
4
7
3
7
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経済大国日本
―その現状と今後の行方―

経
済
大
国
と
呼
ば
れ
る
日
本

も
、
地
価
高
騰
、
株
価
の
乱
高

下
、
海
外
で
の
戦
争
の
影
響
な

ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
日
本

経
済
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容

左
表
の

と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
1
8
　

歳
以
上
の
方

定
員
8
0
人
(
申
し
込
み
多
数

の
際
は
抽
選
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
生
年
月
日

、
性

別

、
電
話
番
号
、
職
業
、「
区

民
大
学
希
望

」
と
明
記

申
込
期
限
1
0

月
5
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎

(
千
住
)
・
文
化
振
興
係
(
〒

1
2
0千住
-
1
4
1
1
8

豊
8
8
2
　
1
1
1
1

㈹
)

区民大学 日 程 表

上記の他に施設見学会を予定しています。

第
4
0回

足
立区
文化
祭

区
民
の
皆
さ
ん
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
「
足
立
区
文
化

祭
」
。今
年
も
各
会
場
で

日
ご
ろ
の
成
果
が
披
露

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

、
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い

。

日
時
・
場
所

上
表
の

と
お
り

問
合

せ
先

本
庁

舎

♀

住
)
・
文
化
振
興

係
昔
8
8
2
1
1
1
1
㈹

区
民
の
日
臨
時
開
館

1
0月
1

日
(

月
)
の
区
民
の

日
、
郷
土
博
物
館
は
臨
時
開
館

し
ま
す

。

当
日
は
、無
料
公
開
日
で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

昔
6
2
0
9
3
9
3

総合展覧会

祭
り
ば
や
し
を

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

日
時
m

一
月
1
日
(
月
)
、
午
後

2
時
(
2

回
演
奏
)

場
所

郷
土
博
物
館
中
庭

出
演

葛
西
ば
や
し
佐
野
保
存

会

情 報 コ ー ナ ー

グラフあだちNo. 22

9月末発刊!
今月 末発行のF グラフ あだちNa22
」。表紙、巻頭インタビューには、
俳優の布施博さんが登場。テレビ、
映画に大活躍中の布施さんが、出身
地足立の思い出などを語ります。
特集ば まちづくり、、。変ぼう著し
い足立区の景観と、住民参加で進む
まちづくり の現状をお知らせし ま
す。
ご希望の方には、今月末から区民
事務所、情報公開課( 本庁舎・中央

本町庁舎) 、広報課の窓口で無料配布
します。
また、町会・自治会に配布し、回

覧し ていただきます。お楽し みに。
《 広報課》

世界の家庭料理 PART3

国際派料理に挑戦
ちょつと珍しい外国料理に挑戦

してみませんか。季節感も味わえ
るよう隔週に行います。
日時10 月24日、n 月7 ・21日、
12月5日、いずれも午後6時30　
分～9時
対象16歳～39歳の男女〔36人〕
講師 海藤ユキエ氏
費用5, 000 円( 4 回分の材料費)
申込方法 電話予約
場所・申込・問合せ先 青年セン
ターf 5s 〕0061

音楽や文学作品の

カセットテープ貸し出し

中央図書館では、来館が困難な
方にカセットテープをお貸しし て
います。
対象 目の不自由な方、身体の不
自由な方 く健常者の方の利用は
ご遠慮ください)

内容 各種講演会、都議会だより、
音楽、文学作品、昔ぱなし、落
語、浪曲、あだち広報など

貸出方法 自宅へ郵送( 代理の家
族の方に窓 口でも貸し出し ま
す)

費用 無料
申込方法 ハガキまたは電 話
※ 聞きたい本、雑誌などの希望が
ありましたら、お知らせください。
申込・問合せ先 中央図書館( 〒
1234&田7 ―13―I 0840 ―46　46)

婦人総合センター
3周 年記念講演会

変わりゆく家族
―男たちへのメッセージ―

婦人総合センタ ーの開設3 周年
を記念し、講演会を開催します。
講師は数多くの相談を通して、家
族の現実に接し てきた円より子さ
んです。
変わりゆく家族の中で、男性に
何を伝えていくのが大切か、いっ
し ょに考えてみませんか。
日時9月29日( 土) 、午後2時30　
分～4時( 開場は午後1時3{ }分)
講師 円より子氏( 現代家族問題
研究所代表)

申 込方法 当日直接会場へ
※ 手話通訳、保育も受け付けます。
場所・問合せ先 婦人総合センタ
ー( 梅田7 ―33―1 エル・ソ
フィア内0880 ―5222)

地域指導者養成講座

身近な自然にふれよう
地域で青少年のグループ活動やさ
まざまな活動に取り組んでいる皆さ
んが、仲間と出会い、新しいことを
学ぴあう講座です。深まりゆく秋、
小さな自然に触れてみませんか。
日時・場所・内容 右表のとおり
対象 区内の青少年団体で活動して
いる高校生以上の方、地域活動に
関心のある方
費用 宿泊研修は実費負担
申込方法 所定の用紙か電話予約

申込期限10 月5 日
申込・問合せ先 本庁舎( 千住)
夕冫年育f $m0882 ―1111( 1肉

16ミリ映写機
操作再講習会

映写機の講習会終了者で操作技
術をさらに向上させたい、復習し
たい方、ご参加ください。
日時10月13日( 土) 、午後3時～　
8 時( この間の任意の時間)

場所 青年センター
内容 新旧映写機の操作方法
受講方法 修了証を持参のうえ、
当日直接会場へ
問合せ先 中央図書館

0840 ―4646

青年センタ ー/ シネサロン

マイライフ・アズ・ア・ドッグ
人工衛星に乗せられ、無理やり地
球初の宇宙旅行をさせられた犬に比
ぺれぱ、僕は不幸じ ゃない… 、1950
年代鮗りのスウ ヱーデンの田舎を舞
台に、多感な少年の成長をみずみず

しく描いた名作です。
日時10月3日( 水) 、午後7時～
定員100 人
費用 無料
※ 整理券は、9 月25日から窓口で配
布します。
場所・問合せ先 青年センター

酋・890―0061

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎(千住) 1 階区民相談室
住 所 千住1- 4- 18 　882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、気軽Iこご利用ください〔無料・秘密厳守〕

第8 回区民歩け歩け大会

秋風に誘われ区内散歩

気軽に、楽しく歩きませんか。ど
なたでも参加できます。
日時10月10日( 祝) 、午前8時30分　～

9時受付( 小雨決行、雨天の場
合lま10日21日)

コースじ>Aコース( フアミリ一向　
き、8キ。) …荒川千住新橋緑地～　
都市農業公園E>Bコース( 健脚　
向き、20キt , ) ・・・荒川千住新橋緑地　～
郡市農業公園～見沼代親水公園　～
花畑記念庭園桜花亭

申込方法 当 日、受付時間にスター
ト地点( 荒川千住新橋緑地虹の広

場)
※ 参加者にはサンバイザーをさしあ
げます。なお、昼食は各自持参して
ください。また、当日希望の方には都
市農業公園で体力測定を行います。
問合 せ先 抛足立区 体育協会また
は、本庁舎( 千住) ・体育振興係

0882 ―l l l l ( f t )

A. Ta. Se. S. 240, 000


